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1. はじめに 

近年，クラウドコンピューティングが普及し，ユーザ

は非常に手軽に大規模な計算資源を利用することが可能

になった．Amazon が提供するクラウドコンピューティン

グサービスである Amazon EC2(Amazon Elastic Computing 

Service)[1]の形態は IaaS と呼ばれ，ユーザが料金を支払う

ことで，インターネットを通じてインスタンスと呼ばれ

る仮想計算機を利用することができるようになる．イン

スタンスは複数の種類が用意されており，それぞれ CPU

やメモリなどの性能と 1時間あたりの料金が異なる．その

ため，同様のアプリケーションの使用を想定した場合で

も，選択したインスタンスによって処理時間や料金が異

なる場合がある．ユーザが処理にかけることのできる資

金は無限ではないため，できるだけ料金を軽減させるこ

とが望ましい．料金を軽減させるためには，アプリケー

ションに応じた適切なインスタンスを選択する必要があ

るが，インスタンスの性能値や料金についての比較は可

能だが，処理の結果や利用料金については実際にインス

タンスを利用してみなければ比較することはできないた

め，ユーザのインスタンスの選択は困難である．適切な

インスタンス選択ができない場合には，必要以上の料金

を消費してしまうこともある． 

本研究では，AmazonEC2 における利用料金の軽減を目

的とし，インスタンスの分類手法の提案を検討する． 

 

2. Amazon EC2 

2.1 概要 

AmazonEC2 は，インターネットを通じて，仮想計算機

を提供するクラウドコンピューティングサービスである．

提供される仮想計算機をインスタンスと呼び，インスタ

ンスには複数の種類が用意されている．インスタンスの

ような計算機資源が実際に存在しているデータセンタを

リージョンと呼び，ユーザはリージョンを自由に選択す

ることができる．インスタンスはハードウェア資源とソ

フトウェア資源をひとまとまりにしたものであり，ユー

ザはインスタンス上で自由に環境を構築できる．インス

タンスはそれぞれ，性能値と一時間あたりの利用料金が

設定されており，ユーザはどのインスタンスを利用する

かを選択する．AmazonEC2 の各インスタンスの詳細を表

1 に示す．ここでのインスタンスの例は，リージョンが北

カリフォルニア，OS が WindowsServer2008 の場合である．

各インスタンスの CPU 性能は ECU という値で表され，

1ECUは 1.0-1.2GHz 2007 Opteron，または 2007 Xenon プロ

セッサの CPUと同等の処理能力である． 

 

 

 

 

表 1  各インスタンスの詳細 

2.2 Amazon EC2利用における問題点 

Amazon EC2 では複数のインスタンスが提供されており，

ユーザは自由にインスタンスを選択することができる．

しかし，インスタンスの選択にあたって，ユーザが判断

する材料となるのは Amazon が示すインスタンスの性能値

と， 1 時間あたりの利用料金だけである．例えば，

m1.small と c1.medeium の 2 つのインスタンスを比較した

場合，1 時間あたりの利用料金は約 2.4 倍であるが，CPU

性能の差は 5 倍である．したがって，CPU 性能だけに依

存する処理を行った場合， m1.small の処理時間は

c1.medium の 5 倍かかる．よって，処理時間，利用料金と

もに c1.medium の方が低くなる．このように，CPU 性能

だけに依存するアプリケーションや処理であれば，上記

のように性能値と 1時間あたりの利用料金だけで，適切な

インスタンスを選択することができる．しかし実際のア

プリケーションは CPU性能だけでなく，メモリ性能は I/O

性能など，複数の処理性能の影響を受ける．そのため，

性能値と 1時間あたりの利用料金だけでは，利用したいア

プリケーションに対して，どのインスタンスが適切であ

るか判断することは難しい．インスタンスの選択によっ

ては，必要以上に利用料金を消費してしまう場合もある． 

3. インスタンス分類手法 

Amazon EC2 の利用料金を軽減させるためには，ユーザ

が利用するアプリケーションに応じて，適切なインスタ

ンスを選択できればよい．そのためには，アプリケーシ

ョンに応じたインスタンス分類手法を検討することが必

要である．インスタンス分類手法とは，アプリケーショ

ンに対応した適切なインスタンスを選択するための指標

のことである．各インスタンスに対してアプリケーショ

ンを実行し，処理時間や処理性能，利用料金を評価する．

評価から，適切なインスタンスを選択できる条件を検討

し，インスタンス分類手法を導く(図 1)．この分類手法に

基づいてインスタンスを選択することで，利用料金の軽

減を目指す． 
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図 1 インスタンス分類手法のイメージ 

4. 評価実験 

4.1 実験概要 

インスタンス分類手法の検討に向けて，インスタンス

の評価実験を行う．複数のアプリケーションを用意し，

各インスタンスに対してプリケーションそれぞれを実行

する．実行中のインスタンスの CPU 使用率やメモリ使用

量，I/O 使用量などの処理性能やアプリケーションの処理

時間，処理で生じた利用料金を評価する．評価のイメー

ジを図 2に示す． 

図 2  評価イメージ 

4.2 実験環境 

インスタンスの評価実験の環境として，並列分散処理

プラットフォームの一つである Hadoop を用いる．Hadoop

は大規模なデータ処理に適した技術であり，今回のイン

スタンス評価実験で扱うアプリケーションでは，ある程

度大規模なデータ量を想定する．Hadoop は，クラスタ全

体を管理するマスターサーバと，実際に処理を行うスレ

ーブサーバと呼ばれるサーバ群から成る．Hadoop は大き

く分けて，クラスタ環境で並列分散処理を行うためのフ

レームワークである MapReduce と，MapReduce で処理す

るデータを扱う分散ストレージである HDFS で構成され

ており，これらが動作することで一つの Hadoop プラット

フォームとなる．Hadoopのサーバ構成図を図 3に示す． 

図 3  Hadoopサーバ構成 

 

Hadoop にはプラットフォームに関するパラメータと，

アプリケーションに関するパラメータが存在し，パラメ

ータの値によって MapReduce と HDFS の挙動が決められ

るため，パラメータチューニングの問題が挙げられるが，

今回は大規模分散処理基盤としての利用のために Hadoop

を用いるため，パラメータに関しては考えない． 

Hadoop のサーバ構築に Amazon EC2 のインスタンスを

用いる．OSは Windows Server 2008を使用して実装する．

構築した Hadoop 環境上でアプリケーションを実行し，評

価を行う． 

5. 評価結果 

評価実験に基づいて，アプリケーションごとに，各イ

ンスタンスについて評価を行う．インスタンス評価の一

例として，ルート計算アプリケーション，行列演算処理

アプリケーション，ファイル読み込みアプリケーション

の料金に関する評価結果を図 4に示す． 

図 4  評価結果 

 

6. まとめと今後の展望 

本研究では，Amazon EC2 におけるコストを考慮したイ

ンスタンスの分類手法について述べた．ユーザにとって，

インスタンスの性能値と一時間あたりの料金だけではイ

ンスタンスの選択が困難である．そのため，インスタン

スの分類手法に基づいた適切なインスタンス選択が必要

である．今回は，一例としてしかインスタンスの評価を

行えなかったため，今後は Hadoop 環境において，各イン

スタンスについて処理性能や処理時間，料金を評価し，

その結果に基づいてインスタンスの分類手法を検討して

いく必要がある． 
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